
受入・保管設備 前処理設備 払出設備

分解設備

★

★

高圧トランス

高圧コンデンサ

廃ＰＣＢ等

抜油

液中切断

解体

紙

合格
鉄、銅、

アルミ

合格不合格 公共下水道へ

洗浄

廃液

タンク

洗浄液

タンク

容器・金属等

紙、木

繊維

ゴム

リサイクル等

不合格

合格

リサイクル等

処理液

タンク

処理液

ﾊﾞｯﾌｧ

タンクスラリー

タンク

鉄，銅，

碍子解体・分別

卒業判定
排水

処理

アルミ分別

水熱分解

反応器

370℃

26.5MPa

：固体の流れ

：廃PCB等の流れ
：排水の流れ

：排気の流れ

：絶縁油

：NS100
（デカンを主成分とする溶剤）

：アルカリ

：IPA（ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾙｺｰﾙ）

予備洗浄

水

NaOH

酸素

容器・金属等

PCB
タンク

活性炭

アルミ

アルミ

アルミ分別

外部洗浄

★

★

気液分離装置

（排気処理）

活性炭

大気へ★

加熱

★

★

★

★

★

★

★

★

排気処理
（ｵｲﾙｽｸﾗﾊﾞｰ等）

★

★

アルカリ洗浄

三次洗浄

★

解体前洗浄

200℃ 6.7Pa
：400℃， 1kPa

250℃，1kPa

一次・二次洗浄

蒸
留
精
製

加熱

★★★

予備洗浄抜油

三次浄
（判定洗浄）

処理液
回収

処理液

回収

タンク タンク

★ ★ （判定洗浄）

★

スラリー化

：排ガス、排水処理施設

「2018年度実施」及び「2019年度予定」 設備保全の概要

資料－２ （別紙－１）
（2019.3.29 第41回環境安全委員会 ）

2018年度 実施項目（５～６月）

①解体分別設備
・ 経年劣化が進行している大型切断装置の

可動式ケーブルベア及び信号ケーブル劣化

更新、鉄心コイル破砕機、素子破砕機の主軸

ユニット交換、セル内電動機９台の交換及び

2018年末で部品供給が出来なくなるインバー

タ制御装置９台を更新した。

2018年度 実施項目（５～６月）

②洗浄・換気設備
・洗浄設備ガス検知器センサ７１台

分の更新、換気空調設備ＰＬＣ通信

用コネクタ１４面３２個所を交換した。

2018年度 実施項目（５～６月）

③水熱分解設備
・2017年度定期点検の結果より劣化の進行している圧力調整弁６台、酸素流調弁３台の更新及

び、自動弁・手動弁の分解点検整備(６０台)を実施した。

・反応器底部腐食減肉対策の底部給水ラインについて、反応器長期停止時の閉塞対策及び流

量バランスを取ることで安定給水が図れるよう高圧給水ラインに調整用バルブを設置する改善

工事はNO.１及びNO.２系は完了した。

2018年度 実施項目（５～６月）

④排気処理設備
・冷水配管の腐食劣化が進行しているスクラ

バのコンデンサ解体ＧＢ系統、予備洗浄系統

をSGP配管からライニング配管に更新した。

2018年度 実施項目（５～６月）

⑤計装設備
・情報セキュリティ対策及びリン含有

ＰＣＢ油処理実機設備設置の制御

ロジック構築のためのＤＣＳ更新工

事を実施した。

2018年度 実施項目（５～１１月）

⑥分析計測設備
・信頼性を必要とする重要機器の劣化対策と

して排気モニタリング装置１台は５～６月に更

新を完了した。

・溶剤サンプリング装置３台については１１月

に更新を完了した。

2019年度 予定項目（５～６月）

③排気処理設備
・冷却水配管の腐食劣化が進行しているスク

ラバの除染室系統、ＮａＯＨ洗浄槽系統をSGP

配管からライニング配管に更新する。

2019年度 予定項目（５～６月）

①解体分別設備
・コンデンサ解体設備で経年劣化が懸念されるもので制御

盤内の電源装置３３台、使用頻度の高いモノレールクレー

ン等の補助リレー、素子取出装置反転機エアシリンダ等部

品、素子断裁機エアシリンダ・トレイ等部品、上蓋詰込みハ

ンドクレーンなどの交換、部品供給中止となった液中切断

装置サーボアンプ・サーボモータの交換を実施する。

2019年度 予定項目（５～６月）

④計装設備
・生産中止で部品入手できなくなる排水処理

設設備の排水中和装置の制御用現場盤内

シーケンサ及びプラント用水設備軟水装置の

制御用現場盤内シーケンサを更新する。

2019年度 予定項目（１０～１２月）

②換気設備
・部品供給中止となったパッケージ型空気調和機は2017年度

より更新を実施しており現在９台完了。パッケージ型空気調和

機について2019年度は電気室４台、受入室１台、ミル室１台の

６台分について更新する。

2019年度 予定項目（５～６月）

⑤水熱分解・洗浄設備
・水熱分解設備は圧力調整弁６台、酸素遮断

弁など６台を含む自動弁・手動弁４８台分につ

いて分解点検整備、洗浄設備は自動弁８台

について弁本体交換を実施する。


